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（３）病院前のバス停について 
県立中央病院前と徳島大学付属病院前のバス停部は、バス停車帯の切り込みにより歩道幅が狭くなって

いる上に、バス利用者のためのベンチも設置されているため、歩行者・自転車の通行スペースが大変狭い

状態となっています。このため、バス停部において安全で快適な歩行空間を確保するため、歩道を広げる

検討を行いました。 
この結果、歩行空間の確保に向けて、今後の県立中央病院の改築や徳島大学の独立行政法人化とあわせ、

関係者間で検討を進めていくこととなりました。 


